
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 春日部市立立野小学校だより           ＜学校教育目標＞ 
                                  心身共に健康で生きる力のある児童の育成 
                                  ～体づくりに励み、文化の香りのする学校～ 
 

令和５年度 ２月号 令和６年 １月３０日発行 

 

〒344-0048 春日部市南中曽根 1074 番地      在籍児童数 ５１３名 
TEL 048(736)0001 FAX 048(734)9400        https://schit.net/kasukabe/estateno/ 

  

働く人から学ぶ～キャリア教育～ 

校長 木田真貴子 

年末から話題になっていた大リーグ大谷翔平選手のグローブが、我が立野小学校に 

も１月１０日（水）に届きました。ニュースで寄贈されるグローブは３つと聞いた時に、

「キャッチボールは 2 人でできるのに、なぜ 3 つなんだろう？」と思いましたが、右

利き用１個、左利き用 1 個、小学校低学年用サイズ（右利き用）１個を寄贈すること

で、全ての子供たちが楽しくキャッチボールをする場面 

を想像したと聞き、一流の人は、心配りも一流だと改め 

て感動しました。「大谷翔平選手グローブ」贈呈式では、 

大谷選手からの「次の世代に夢を与え、勇気づけるシン 

ボルに」というメッセージを低学年の児童にもわかるよ 

う少し簡単な言葉に変えて伝え、全校を代表して６年生 

児童にグローブを贈呈しました。その後、本校では、全 

校児童に大谷グローブを自分の手にはめて大谷選手から 

のメッセージを感じてもらいたいと考え、１クラスずつ順番に回してキャッチボール

をしています。スーパースターからの贈り物に、子供たちは目をキラキラさせてとても

うれしそうです。男女を問わず楽しそうにキャッチボールをしています。 

また、１月２５日（水）には、大工の方が来校し３年生を対象に木工教室を行いまし

た。大工さんたちの釘を素早くまっすぐに打つ姿や足で木をおさえる姿を見て、子供た

ちからは「おお～、格好いい！」と歓声が上がっていました。出来上がったプランター

入れを手に「さらに自分でこんなアレンジをしてみたい」と創作意欲をかきたてられて

いる児童もいました。 

「キャリア教育」という言葉をご存じでしょうか。情報化、国際化など様々な社会の

変化が子供たちの生育環境を変化させ、成長・発達にも影響を与えています。身体の成

長に比べて、心の成長がゆるやかで、将来に夢や希望をもつことができない子供が増加

していることも問題とされています。そのような社会の中で、自ら課題にたくましく対

応できる、社会人として自立できるようにすることを目指し、小学校の段階から「キャ

リア教育」に取り組んでいます。１月、２月は、学校にゲストティーチャーを招く等職

業人から学ぶ機会がたくさんあります。「こんな大人になりたい、こんな仕事をしてみ

たい」と憧れの大人がいることは、子供たちが将来の自分を描くことにつながります。

夢や目標ができれば、それに向かって努力することができます。ぜひ、ご家庭でも、保

護者の方の仕事や仕事に対する考えについてお子さんにお話ししてみてください。 

 ニュースで話題となっていた大谷選手が小学 
校へプレゼントしてくれるというグルーブが、本 
校にも届きました。オンラインで全校児童へ、そ 
のグローブの紹介をし、校長先生から 6 年生の 
代表児童に手渡しをしました。 
 グローブは、6 年生から順に各学級に貸し出し 
キャッチボール等をしています。 
 

 1 月 11 日(木)に避難訓練を行いました。1 月 1 日に能登地方を中心
に大きな地震や津波、地震にともなう大規模火災がありました。子供た
ちは、ニュース等で、その様子を見ていたと思います。いつも以上に真
剣な態度で避難訓練に取り組んでいました。 
 大震災は、いつ起こるかわかりません。登下校時や放課後、家庭に
いる時、それぞれの場面においても、どのように「自分の命を守るの
か」を、これからも子供たちに考えさせたいと思います。 

2 年生を対象とした「いのちの授業」を行いまし 

た。助産師さんを講師としてお招きし、赤ちゃん 

が、お母さんのお腹の中でどのように成長してい 

くのか等について教えていただきました。子供た 

ちは、赤ちゃん人形を抱っこする体験もしました。 

これらをとおして、子供たちは大切に育てられてき 

たことに気づくことができました。 

2 学期には、4 年生が助産師さんに「いのちの 

授業」として、プライベートゾーンについて教えて 

いただきました。最近、児童の性被害のニュース 

が取り上げることがあります。子供たちを守ること 

は、学校・社会の役目となります。埼玉県より性暴 

力犯罪被害専用相談電話「アイリスホットライン」 

の情報提供がありました。右記をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 立野小学校では、児童の安全、学習環境を整備するために、保護者、地域の皆様から以下のようなボラ

ンティアを募集しています。今後、募集内容については、学校だより等で地域にお知らせしますので、ご協

力をお願いします。 


